
１．はじめに
本稿は，教師用指導書の授業展開案に記載され
る学習活動の分析を通して，中学校技術・家庭科
技術分野（以下技術科）の授業における展開・構
成に関する知見を得ることを目的とする。
各教科書会社が発行している教師用の図書であ

る教師用指導書には，教科書の編集方針，単元構成
例，指導の要点や教材の解説などが示されている。
中学校技術科の教師用指導書には，比較的抽象的な
学習目標・内容に沿った授業の展開例（以下授業展
開案）が記載されている。これは，教師が具体的な
授業を構想するにあたっての参考例であると考えら
れ，学習指導案の原型として捉えることができる。
授業の構想・展開を記述した学習指導案は，主

に授業の事前に準備する学習指導・評価の計画で
あり，授業の目標・内容・展開が一定のフォーマッ
トに沿ってまとめられたものである。ここには，

授業の目標や評価の観点，学習活動の展開，学習
指導の留意点などが示されており，授業の内容・
展開に関する教師の知識や思考が含まれている。
そのため，学習指導案の分析を行うことで，教師の
実践的知識・能力を踏まえた授業の展開・構成に対
する示唆が得られるのではないかと考えられる。
本稿では，技術科の教師用指導書に含まれてい
る授業展開案を，教師の実践的知識・能力が記述
された学習指導案として代替し，そこに記された
学習活動を分析することを通して，授業展開と学
習場面について検討することを試みる。

２．分析１：学習活動に基づく授業展開の分析
2.1　目　的
分析１では教師用指導書の授業展開案に示され

る学習活動の構成に基づいて，技術科の授業展開
を検討することを試みた。
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技術科における授業展開を検討した先行研究に
は，足立・桐田（1989）の「生徒の認識過程に基
づく技術科教育教授法の試み」や谷田・上田（2006）
の「学習者の思考を基盤とした「ものづくり」の
製作段階における学習指導モデルの提案」が挙げ
られる。これらの先行研究では，学習者の認識や
思考から授業展開のモデルが導出されている。そ
のため，教師の実践的知識・能力に注目した場合，
十分に配慮された授業展開の検討が行われている
とは考えにくい。
技術科教員の授業に対する調査研究として，近
藤他（1989）による「福岡県内技術教師の学習指
導観」，谷田（2009）による「技術科教員の加工
学習における指導観に関する実証的研究」，谷田
（2010）による「中学校技術教員の技術教育観に
関する調査研究」が挙げられる。これらの先行研
究は技術科の授業に対する教師の考え方を検討し
たものである。しかし，検討されているのは，教
科の目的・目標や，各内容対象に対する学習指導・
評価の考え方であり，生徒を対象とした技術科の
具体的な授業展開は深く分析されていない。
このように，授業を構想・計画する教師の知見

を踏まえた授業展開については，先行研究におい
て十分な検討が行われていないのではないかと思
われる。そのため本分析では，技術科授業におけ
る教師用指導書に示される授業展開案から，教師
の実践的知識・能力を考慮した授業展開のモデル
を検討することを目的とした。

2.2　方　法
中学校技術科の教師用指導書は T社，K社，Y

社の３社から出版されている。本分析においては，
1998年改訂学習指導要領と2008年改訂学習指導
要領に準拠した教師用指導書を扱うことにした。

それぞれを1998年版と2008年版とする。また，Y

社は2008年改訂学習指導要領から中学校技術科
の教科書を出版する新規の出版社であるため，本
分析の対象とする教師用指導書は，T社と K社の
２社のみとした。そのため，分析対象とする教師
用指導書は，「T社（1998年版）」，「T社（2008年
版）」，「K社（1998年版）」，「K社（2008年版）」
の４種類である。
授業展開案の学習活動を分析するために，上

田・宮野（1997）が実習場面における生徒の活動
を分析した活動カテゴリーを参考にした。教師用
指導書に示される学習活動の分類カテゴリーを表
１のように設定した。
「知る」，「聞く」，「理解する」など，主に知識
の習得や把握を扱う学習活動は，「ア）知識」の
カテゴリーに該当させた。
「調べる」，「検討する」，「確認する」などの情
報を収集し検討する性質の学習活動は，「イ）調
査・検討」に当てはめた。
「考える」，「分類する」，「選択する」など，課
題解決の思考や意思決定に関する学習活動を「ウ）
思考・判断」とした。
「発表する」，「公表する」など，自分の思いや
考えを他人に伝える性質の学習活動を「エ）伝達」
のカテゴリーに該当させた。
製作品の設計・製作に関する「練習する」，「構
想図をかく」，「接合する」などの学習活動を「オ）
製作活動」とした。
「準備する」，「清掃活動する」，「記録する」な
どの製作活動の補助的な役割を担う学習活動を
「カ）援助活動」に当てはめた。
「評価する」，「まとめる」，「整理する」など，
習得した知識などを整理して活用する学習活動を
「キ）まとめ」に該当させた。

表１　学習活動の分類カテゴリー

カテゴリー 活動単位例
ア）知識 知る， 聞く， 学習する， 理解する
イ）調査・検討 調べる， 話し合う， 検討する， 再現する， 確かめる
ウ）思考・判断 考える， 分類する， 比較する， チェックする，予想する， 選択する
エ）伝達 発表する， 公表する
オ）製作活動（設計，制作，育成を含む） 練習する， 構想図をかく， 接合する， 種まきを行う，編集を行う
カ）援助活動 準備する， 清掃活動する， 記録する， 記入する
キ）まとめ 評価する， 生かす， まとめる， 整理する
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なお，授業展開案に示される最初の学習活動は
『導入』，最後の学習活動は『授業のまとめ』とみ
なしてこのカテゴリーには分類していない。
これらの分類カテゴリーを利用して，授業展開
案における学習活動の順序関係を分析・検討する
ことを試みた。
例えば，ひとつの授業展開案の学習活動に，「学
習の目標を知る」，「50年前の夢のロボットを知
る」，「人型ロボットの開発は出来たかを考える」，
「ロボットを開発できた要因について考える」，
「教科書のイラストにはどのような社会が描かれ
ているか発表する」，「未来の社会に向けて必要な
ことを考える」，「学習内容を整理する」，「技術・
家庭科で学んでみたいことをまとめる」が順に示
されていた場合，学習活動の分類カテゴリーに準
じて ,『導入』，「ア）知識」，「ウ）思考・判断」，「ウ）
思考・判断」，「エ）伝達」，「ウ）思考・判断」，「キ）
まとめ」，『学習のまとめ』に分類した。この後，
形成される以下の７つの推移関係を導出した。
・『導入』→「ア）知識」
・「ア）知識」→「ウ）思考・判断」
・「ウ）思考・判断」→「ウ）思考・判断」
・「ウ）思考・判断」→「エ）伝達」
・「エ）伝達」→「ウ）思考・判断」
・「ウ）思考・判断」→「キ）まとめ」
・「キ）まとめ」→『学習のまとめ』
この分類と推移関係の導出をすべての授業展開

案において行い，データ化することで，学習活動
の展開を分析することを試みた。なお，この推移
関係のカウントはひとつの授業展開案で独立して
おり，連続して示される次の授業展開案との推移
関係は検討対象としていない。

2.3　結　果
技術分野の内容構成は，「Ⅰ :３学年間の学習の
見通しを立てさせるガイダンス的な内容」，「Ⅱ :広
く現代社会で活用されている技術」，「Ⅲ :技術を評
価する能力と態度」，「Ⅳ :技術を使用したものづく
り」の４つがある。この内容構成は2008年版学習
指導要領において示されたものであるが，本分析で
は1998年版の学習指導要領に準拠した指導書の授
業展開案にも適用して分析を進めることにした。表
２に，内容構成毎の授業展開案の数を整理した。
学習活動の順序関係をまとめるにあたって，各
内容構成の総数で除した割合が15％（これを基準
値とする）を超えた場合を主な推移関係として
扱った。各内容構成において基準値を超えた推移
関係を表３に示す。
「Ⅰ :３学年間の学習の見通しを立てさせるガ
イダンス的な内容」の内容構成に関連する授業展開
案において基準値を超えた推移関係では，『導入』
から「イ）調査・検討」（22.7%），「ウ）思考・判断」
（36.4%）及び「エ）伝達」（22.7%）への関係性が強
く表れていた。また，「ウ）思考・判断」と「エ）
伝達」は相互に推移する関係性（68.2%，45.5%）が
強いことがわかった。さらに，「エ）伝達」から『授
業のまとめ』への関係（40.9%）が強くなっている
ことがわかった。これらのことから，「Ⅰ :３学年
間の学習の見通しを立てさせるガイダンス的な内
容」の授業展開では，「エ）伝達」に関わる学習活
動を中核としていることが推察できた。すなわち，
「イ）調査・検討」や「ウ）思考・判断」に基づい
て整理した知識や情報を「エ）伝達」する学習活
動を経ることにより，さらなる思考や知識・理解
へと結びつけようとする授業の展開が示唆された。

表２　内容構成毎の授業展開案数

内容構成 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
出版会社 ガイダンス 技　術 評　価 ものづくり 合　計

T社　1998年版 ３ 29 １ 35   68
（0.7%） （  6.9%） （0.2%） （  8.3%）

T社　2008年版 ９ 33 ８ 30   80
（2.1%） （  7.8%） （1.9%） （  7.1%）

K社　1998年版 ２ 34 12 99 147
（0.5%） （  8.1%） （2.8%） （23.5%）

K社　2008年版 ８ 32 ６ 81 127
（1.9%） （  7.6%） （1.4%） （19.2%）

合　計 22 128 27 245 422
（5.2%） （ 30.3%） （6.4%） （58.1%） （100%）
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「Ⅱ :広く現代社会で活用されている技術」の
内容構成に関して基準値を超えた推移関係では，
『導入』から「イ）調査・検討」（25.0%）への関
係性が強く表れていた。また，「ア）知識」と「イ）
調査・検討」は相互に推移する関係性（19.5%，
20.3%）を持っていることがわかった。さらに，
「ア）知識」からは，『授業のまとめ』への関係
（30.5%）が強く表出していると考えられた。この
ことから，「Ⅱ :広く現代社会で活用されている
技術」の授業展開では，「イ）調査・検討」に基
づいて「ア）知識」を深めていく学習活動が中心
であることが示唆された。
「Ⅲ :技術を評価する能力と態度」の内容構成で，
基準値以上であった推移関係では，『導入』から
「ウ）思考・判断」（44.4%）があった。また，「イ）
調査・検討」と「ウ）思考・判断」は相互に強い
推移関係（29.6%，25.9%）が示されていた。さらに，
「ウ）思考・判断」は直接的に，あるいは「キ）
まとめ」を介して間接的に『授業のまとめ』へと
至る推移関係（40.7%，18.5%）が推察できた。こ

のことから，「Ⅲ :技術を評価する能力と態度」
の授業展開では，「ウ）思考・判断」が中心となって
いると考えられる。すなわち，「ア）知識」や「イ）
調査・検討」に基づいて，考え，判断する学習活動に
より学習課題を整理していく授業展開が示唆される。

 「Ⅳ :技術を使用したものづくり」の内容構成
で，基準値以上であった推移関係では，『導入』
から「ア）知識」（22.9%），「イ）調査・検討」（20.0%）
及び「ウ）思考・判断」（22.0%）へ至るものがあっ
た。また，「オ）製作活動」は「ア）知識」（34.3%），
「イ）調査・検討」（22.9%）及び「ウ）思考・判断」
（22.9%）からの推移関係が強く表出していた。さ
らに，「オ）製作活動」から『授業のまとめ』へ
の関係（44.9%）が強く表れていることがわかった。
このことから，「Ⅳ :技術を使用したものづくり」
の授業展開では，「オ）製作活動」が中心となっ
ていると考えられる。すなわち，「ウ）思考・判断」
と相互作用しながら「ア）知識」を習得すること
を通して実践的な学習活動である「オ）製作活動」
へと結びつけていく授業展開が考えられる。

表３　各内容の構成における主な学習活動の推移

Ⅰ：３年間の見通しを立てさせるガイダンス的な内容 Ⅱ：広く現代社会で活用されている技術
・「導入→ア）知識」 （18.2%）
・「導入→イ）調査・検討」 （22.7%）
・「導入→ウ）思考・判断」 （36.4%）
・「導入→エ）伝達」 （22.7%）
・「ア）知識→授業のまとめ」 （27.3%）
・「ウ）思考・判断→授業のまとめ」 （18.2%）
・「エ）伝達→授業のまとめ」 （40.9%）
・「ア）知識→ア）知識」 （54.5%）
・「イ）調査・検討→エ）伝達」 （22.7%）
・「ウ）思考・判断→ウ）思考・判断」 （22.7%）
・「ウ）思考・判断→エ）伝達」 （68.2%）
・「エ）伝達→ア）知識」 （22.7%）
・「エ）伝達→ウ）思考・判断」 （45.5%）
・「エ）伝達→エ）伝達」 （36.4%）

・「導入→イ）調査・検討」 （25.0%）
・「導入→ウ）思考・判断」 （22.7%）
・「導入→エ）伝達」 （24.2%）
・「ア）知識→授業のまとめ」 （30.5%）
・「イ）調査・検討→授業のまとめ」 （20.3%）
・「ア）知識→ア）知識」 （71.1%）
・「ア）知識→イ）調査・検討」 （19.5%）
・「イ）調査・検討→ア）知識」 （20.3%）
・「イ）調査・検討→イ）調査・検討」 （25.0%）
・「ウ）思考・判断→ア）知識」 （21.1%）
・「ウ）思考・判断→イ）調査・検討」 （16.4%）
・「ウ）思考・判断→ウ）思考・判断」 （23.4%）
・「エ）伝達→エ）伝達」 （18.0%）
・「キ）まとめ→キ）まとめ」 （21.1%）

Ⅲ：技術を評価する能力と態度 Ⅳ：技術を使用したものづくり
・「導入→ア）知識」 （18.5%）
・「導入→ウ）思考・判断」 （44.4%）
・「導入→エ）伝達」 （18.5%）
・「ウ）思考・判断→授業のまとめ」 （40.7%）
・「キ）まとめ→授業のまとめ」 （18.5%）
・「ア）知識→ア）知識」 （51.9%）
・「イ）調査・検討→ウ）思考・判断」 （29.6%）
・「ウ）思考・判断→ア）知識」 （18.5%）
・「ウ）思考・判断→イ）調査・検討」 （25.9%）
・「ウ）思考・判断→ウ）思考・判断」 （55.6%）
・「ウ）思考・判断→キ）まとめ」 （25.9%）
・「キ）まとめ→ウ）思考・判断」 （22.2%）
・「キ）まとめ→キ）まとめ援助活動」 （18.5%）

・「導入→ア）知識」 （22.9%）
・「導入→イ）調査・検討」 （20.0%）
・「導入→ウ）思考・判断」 （22.0%）
・「導入→オ）製作活動」 （15.9%）
・「オ）製作活動→授業のまとめ」 （44.9%）
・「カ）援助活動→まとめ」 （16.7%）
・「ア）知識→ア）知識」 （42.4%）
・「ア）知識→ウ）思考・判断」 （15.5%）
・「ア）知識→オ）製作活動」 （34.3%）
・「イ）調査・検討→オ）製作活動」 （22.9%）
・「ウ）思考・判断→ア）知識」 （18.0%）
・「ウ）思考・判断→ウ）思考・判断」 （31.0%）
・「ウ）思考・判断→オ）製作活動」 （22.9%）
・「オ）製作活動→イ）調査・検討」 （15.5%）
・「オ）製作活動→オ）製作活動」 （125.3%）

・（　）内の割合は各内容構成の授業展開案数（Ⅰ： 22，Ⅱ： 128，Ⅲ： 27，Ⅳ： 245）で除した割合を示す。
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３．分析２：学習活動に基づく技術的素養育
成場面

3.1　目　的
分析２では教師用指導書の学習活動を分類・検
討することを通して，技術的素養の育成が期待で
きる学習場面を抽出することを試みた。
日本産業技術教育学会は，技術教育の理念や目標
に関する共通認識を示した「21世紀の技術教育（改
訂）」（2012）と，それに準じたリーフレット「技術
教育の理解と推進」（2013）を2012年度に発行した。
「21世紀の技術教育」（改訂）には，技術教育の
目標である内容知と方法知，技術教育で発達を促
す資質・能力（以下技術的素養と記述する）など
が示されている。また，リーフレットには，小・中・
高等学校段階での継続的な技術教育の実施を通し
て，学習者の技術的素養を向上させる図が示され
ている。このように記された技術教育の目標や内
容を理解し，指導者や研究者の共通認識として教
育研究を進めていくことは重要であると考えられ
る。そのためには，技術的素養が育成される学習
場面について，より詳細に検討していくことが必
要になると思われる。
これまでに行われた，技術的素養の育成を目指
した先行研究では，文部科学省教育課程開発研究
指定による「技術的素養の育成を目指す小・中学
校一貫した新教科の研究課程開発」（2007）が代
表的である。この研究開発の手法は，学習領域で
あるスコープに沿った教材の学習を通して，技術
的素養に準じて作成した目標への到達度を確認す
るカリキュラム開発であると思われる。そのため，
技術的素養の育成に対してどのような学習場面が

貢献するのかについて明確に検討されていない。
また，中学校技術科における学習評価研究にお
いて尾崎（2006，2011）は，技術科に関連する「関
心・意欲・態度」や「工夫・創造」の学力構造を
明確にして，適確に学習評価を行うことを試みて
いる。この研究は，学習者の能力育成に貢献する
学習場面を詳細に検討しているが，学習指導要領
に準拠した４観点に基づいており，技術的素養を
対象としていない。
これらのことから，技術教育の目標として技術
的素養の育成を掲げているが，その習得・涵養を
意図する授業の具体的な学習場面などについては
多く検討されていないと思われる。
本分析では，技術科の教師用指導書に記載され
る授業展開案を資料として，技術的素養の育成が
期待できる学習場面を検討した結果を報告する。

3.2　方法
技術科の教師用指導書に記載される授業展開案

を資料として，技術的素養の育成が期待できる学
習場面を検討するための分析・検討は次の手順
①～③に沿って行った。
手順①：技術的素養の詳細内容を解説した資料

（間田  2009）を基に，技術的素養の各項目の意味
を明確にした。なお，参考にした資料は平成15

年版のリーフレット「技術教育の理解と推進のた
めに」（2003）に示される技術的素養に基づいて
解説を行っていたため，平成25年版のリーフレッ
トに示される技術的素養の各項目と再度対応付け
を行った。その概要を表４に示す。
手順②：技術科の教師用指導書に記載されてい

表４　新旧技術的素養の対応と定義化

技術的素養 解説文からの意味
○ 自らを律しつつ， 計画的に行動を継続する態度
 →●技術的な課題解決と価値創造に取り組む態度 創造への態度

○ 技術的な課題を解決するための手順および安全性を判断する力
 →●技術的な課題を創造・工夫して解決する力 準備・計画の最適化

○ 技術の利用方法や製作品に対する技術的な評価力
 →●技術的な活動や成果に対する技術的な評価力 方法・製品の原理・安全・効率

○ 生産・消費・廃棄に対する技術的な倫理観
 →●生産， 利用， 消費， 廃棄に対する技術的な倫理観 環境・資源への配慮

○ 巧緻性（ 器用さ） の形成
 →●身体と思考を協応する能力， 一般的には器用さと言われる巧緻性 動作・作業の合理化

○ 勤労や仕事に対する適切な理解力， および職業に対する判断力
 →●主として技術に関する職業， 仕事へのキャリア発達 勤労観・職業観

○ は平成15年版， ● は平成25年版のリーフレットに示される技術的素養を示す。
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る授業展開案の学習活動欄から，手順①で検討し
た技術的素養の意味に対応する学習活動を抽出・
分類した。本分析では，2008年版の学習指導要領
に準拠した T社と K社の教師用指導書に示される
授業展開案を対象とした。T社の授業展開案は
80，K社の授業展開案は127あり，計207の授業
展開案に示される学習活動を検討した。
手順③：技術的素養の各項目において，その意

味が該当すると考えられ，授業展開案から抽出さ
れた学習活動を分類して，その特徴を明確にする
ことを試みた。さらに，明確にした学習活動の特
徴を踏まえ，授業の計画・立案の際に有用となる
学習場面を提案することを試みた。

3.3　結果
3.3.1　技術的素養に該当する学習活動の抽出
教師用指導書の授業展開案から，技術的素養に
関連する学習活動を特定した結果を表５に示す。
一部の技術的素養の項目では，技術的素養に関
連する学習活動の抽出数において，K社と T社の
差が著しく現れていた。例えば，【身体と思考を
協応する能力，一般的には器用さといわれる巧緻

性】に関して，K社では「ガイダンス」を除く A，
B，C，Dの内容領域に関わる授業展開案から，学
習活動が抽出されている。一方で，T社では Aと
Dの内容領域のみから抽出され，Bと Cの授業展開
案からは学習活動を特定することができなかった。
この理由は，授業展開案に示される学習活動の記述
形式に相違があるためと考えられる。T社では，学
習活動の記述が抽象的であり，指導上の留意点に具
体的な内容が含まれている傾向があった。本分析で
は，学習活動の記述のみを対象として技術的素養に
関する記述を抽出することにしたため，出版社の差
異を質的な問題としないことにした。
内容領域別に，抽出された学習活動数（K社と

T社の合計総数）を検討すると，「ガイダンス」
では【技術的な課題解決と価値創造に取り組む態
度】の出現率が高く，54%を示した。
「A  材料と加工に関する技術」では，【技術的な
課題を創造・工夫して解決する力】で39%，【技
術的な活動や成果に対する技術的な評価力】では
21%と出現率が高く示された。
「B  エネルギー変換に関する技術」では，【技術
的な活動や成果に対する技術的な評価力】で

表５　教師用指導書からの技術的素養に関連する学習活動の抽出数

技術的素養　　　　　 内容領域 ガイダンス A材料と加工
に関する技術

Bエネルギー変換
に関する技術

C生物育成に
関する技術

D情報に
関する技術

技術的な課題解決と価値創造に
取り組む態度

  5（56%）   5（  6%）   5（  5%）   4（  6%）   6（11%）
  7（54%）   9（14%）   4（11%）   9（26%）   5（10%）
12（54%） 14（10%）   9（  7%） 13（14%） 11（10%）

技術的な課題を創造・工夫して
解決する力

  0（  0%） 37（45%） 28（30%） 22（39%） 12（21%）
  2（15%） 20（31%）   9（24%） 14（41%） 16（31%）
  2（  9%） 57（39%） 37（28%） 36（40%） 28（27%）

技術的な活動や成果に対する技
術的な評価力

  0（  0%） 13（16%） 22（24%）   5（  9%） 15（28%）
  1（  8%） 18（28%） 19（50%）   8（24%） 13（25%）
  1（  5%） 31（21%） 41（31%） 13（14%） 28（27%）

生産，利用，消費，廃棄に対する
技術的な倫理観

  1（11%） 11（13%）   6（  7%） 10（17%）   4（  8%）
  1（  8%）   5（  8%）   6（16%）   2（  6%）   8（16%）
  2（  9%） 15（11%） 12（  9%） 12（13%） 12（11%）

身体と思考を協応する能力，一般
的には器用さと言われる巧緻性

  0（  0%） 15（18%） 31（33%） 12（21%） 15（28%）
  0（  0%） 12（19%）   0（  0%）   0（  0%）   6（12%）
  0（  0%） 27（18%） 31（24%） 12（13%） 21（20%）

主として技術に関する職業，仕
事へのキャリア発達

  3（33%）   1（  1%）   1（  1%）   4（  7%）   2（  4%）
  2（15%）   0（  0%）   0（  0%）   1（  3%）   3（  6%）
  5（23%）   1（  1%）   1（  1%）   5（  6%）   5（  5%）

該当なし
19 225 156 266 216
42 143   97   41   81
61 368 253 307 297

・上段はＫ社，中段はＴ社，下段は合計の学習活動種出数を示す。
・括弧内の％は，各内容領域の各段における技術的素養に該当した総数で除した割合を示す。
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31%，【技術的な課題を創造・工夫して解決する力】
で28%の出現率が示された。
「C  生物育成に関する技術」では，【技術的な課
題を創造・工夫して解決する力】で40%の出現が
あった。
「D  情報に関する技術」では，【技術的な課題を
創造・工夫して解決する力】で27%，【技術的な
活動や成果に対する技術的な評価力】で27%と出
現率が高く示された。
【技術的な課題を創造・工夫して解決する力】
や【技術的な活動や成果に対する技術的な評価力】
に関連する学習活動が，各内容領域において比較
的多く出現している傾向があるように思われる。一
方で，【生産，利用，消費，廃棄に対する技術的な
倫理観】や【主として技術に関する職業，仕事への
キャリア発達】に関する学習活動は少ない傾向があ
る。これらのことから，技術的素養には，授業展開
の中に明確に含めること容易な項目と，授業展開の
中で扱いにくい項目があることが推察できる。

3.3.2　学習活動の分類と学習場面の提案
授業の計画・立案に資する学習場面を提案する
ために，各技術的素養に対応すると考えられた学習
活動を分類し，その意味を検討することを試みた。
例えば，表６に示す【技術的な課題を創造・工
夫して解決する力】に該当すると考えられた学習

活動は，［最適な技術の検討と決定］と［最適な
技術の計画と整理］に類型化できる。
［最適な技術の検討と決定］に関わる学習活動に
は，「効果的にものづくりをするためにはどうすれ
ばよいか考える（T社 A:p86）」，「出力される消費
電力を上げるための工夫を考える（K社 B:p38）」，
「グループごとに，育成記録の効果的な記録方法を
話し合う（T社 C:p133）」，「情報に適したメディア
を選択する（K社 D:p42）」など，出力や結果を求
めて最適な工夫・選択を行うものがあった。
また，「製作に必要な図から必要とする主材料の
大きさを考える（T社 A:p.97）」，「工程表から作業
の手順を決める（K社 B:p54）」，「作物の育成に適
した土の条件を考える（T社 C:p134）」，「コースを
走る手順を考える（K社 D:p62）」など，出力や結
果を求めて方法や手順を考えるものがあった。
［最適な技術の計画と整理］には，「構想用紙に
寸法，構造，機能などを記入したスケッチをかく
（K社A:p36）」，「使用条件と使用目的について考え，
ラフスケッチをする（T社 B:p125）」，「具体的な仕
事を例に挙げ，フローチャートを用いて処理の流
れを表す（K社D:p58）」など，計画をイラストや決
められた図的表現でまとめる性質のものがあった。
一方で，「製作するものの作業手順，内容を考

えて，使用する工具や機器，作業のポイントをま
とめて，作業工程表を作成する（T社 A:p97）」，「構

表６　「技術的な課題を創造・工夫して解決する力」に該当する学習活動例

教師用指導書から抽出した学習活動 分類と学習場面
・効果的にものづくりをするためにはどうすればよいか考える（T社 A:p86）
・出力される消費電力を上げるための工夫を考える（K社 B:p38）
・グループごとに，育成記録の効果的な記録方法を話し合う（T社 C:p133）
・情報に適したメディアを選択する（K社 D:p42）

最適な技術の検討と決定
→
結果を見据えて方法・手
順を工夫する場面

・製作に必要な図から必要とする主材料の大きさを考える（T社 A:p.97）
・工程表から作業の手順を決める（K社 B:p54）
・作物の育成に適した土の条件を考える（T社 C:p134）
・コースを走る手順を考える（K社 D:p62）

最適な技術の検討と決定
→
適確な方法・手順を考え
る場面

・構想用紙に寸法，構造，機能などを記入したスケッチをかく（K社 A:p36）
・使用条件と使用目的について考え，ラフスケッチをする（T社 B:p125）
・具体的な仕事を例に挙げ，フローチャートを用いて処理の流れを表す（K社D:p58）

最適な技術の計画と整理
→
計画を図にまとめる場面

・製作するものの作業手順，内容を考えて，使用する工具や機器，作業のポイン
トをまとめて，作業工程表を作成する（T社 A:p97）
・構想図を元に必要な部品の種類，寸法，規格などを部品表にまとめる（K社 B:p40）
・動物の飼育に必要な基礎的な知識や技術がわかり，飼育計画表に記入する（K
社 C:p44）
・次の制作につなげるために，制作の過程や作業の改善点などをレポートにまと
める（T社 D:p150）

最適な技術の計画と整理
→
計画を表にまとめる場面

・括弧内は， 抽出した学習活動が示されていた授業展開案の出版社， 該当する技術科内容領域， 頁数を示す。
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想図を元に必要な部品の種類，寸法，規格などを
部品表にまとめる（K社 B:p40）」，「動物の飼育に
必要な基礎的な知識や技術がわかり，飼育計画表
に記入する（K社 C:p44）」，「次の制作につなげる
ために，制作の過程や作業の改善点などをレポー
トにまとめる（T社 D:p150）」など，計画を表や
ドキュメントとして整理する性質のものがあった。
このようにして分類した技術的素養に該当する

学習活動の意味を踏まえ，授業を計画・立案する
立場にとって有益となる学習場面を特定すること
を試みた。
その結果，【技術的な課題解決と価値創造に取
り組む自律的な態度】と関連する学習活動として
「わたしたちは，自他が作ったものを使って生
活していることに気付き，ものづくりが生活を支
えていることを認識する（T社 A:p86）」，「わたし
たちの生活がエネルギーの利用によって支えられ

ていることに気付く（T社 B:p111）」，「生物育成
の成果がどのような形で私たちの生活に取り入れ
られているのか例を挙げる（K社 C:p18）」，「私た
ちが快適な生活を送るために，コンピュータで計
測・制御された機器がいろいろなところで使用さ
れていることについてまとめる（K社 D:p54）」な
どがあり，これらは［技術による価値創造］と意
味づけた。また，「生活に役立つ物を考え，作り
たいものを決める（K社 A:p34）」，「自分の判断し
た技術をどのように活用していくのかを発表する
（T社 B:p128）」，「栽培条件を整理し，テーマに
沿った栽培作物例を挙げ，栽培の可能性を探る（K

社 C:p22）」，「ディジタル作品として自分が表現し
たいことについて考える（T社 D:p.149）」などの
学習活動は［技術的課題への動機づけ］へと分類
できた。
これらの分類・意味づけに基づき，前者は「①

表７　技術的素養の育成が期待できる学習場面

【技術的素養】 ［関連学習活動の類型］ 『学習場面』
【技術的な課題解決と価値創造に取り組む自律的な態度】

［技術による価値創造］
『①技術の進展と社会生活への影響を認識する場面』

［技術的課題への動機づけ］
『②ものづくりの課題を認識し，より良い成果を残そうとする場面』

【技術的な課題を創造・工夫して解決する力】
［最適な技術の検討と決定］

『③成果を見据えて方法・手順を工夫する場面』
『④適確な方法・手順を考える場面』

［最適な技術の計画と整理］
『⑤計画を図にまとめる場面』
『⑥計画を表にまとめる場面』

【技術的な活動や成果に対する技術的な評価力】
［技術の性質比較］

『⑦各種技術を比較する場面』
［技術の性質説明］

『⑧各種技術のしくみや必要性を考える場面』
【生産，利用，消費，廃棄に対する技術的な倫理観】

［ものづくり過程で生じる影響要因の配慮］
『⑨ものづくりのプロセスで生じるマナーとモラル配慮する場面』

［技術に関連する影響要因の配慮］
『⑩各種技術に関わるマナーとモラルを考える場面』

【身体と思考を協応する能力，一般的には器用さと言われる巧緻性】
［適切な活動］（正確・安全・計画）

『⑪適切な（安全，正確，計画的）な活動を行う場面』
［調整・選択の活動］

『⑫活動の途中で成果を調整する場面』
［点検・修正の活動］

『⑬活動の成果を点検・修正する場面』
【主として技術に関する職業，仕事へのキャリア発達】

［技術と産業・文化との関連認識］
『⑭日本の産業や文化に触れる場面』
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技術の進展と社会生活への影響を認識する場面」，
後者は「②ものづくりの課題を認識し，より良い
成果を残そうとする場面」の学習場面を導出でき
ると考えた。
【技術的な課題を創造・工夫して解決する力】
からは，表６の学習活動より［最適な技術の検討
と決定］と［最適な技術の計画と整理］へと分類
できた。［最適な技術の検討と決定］からは，「③
成果を見据えて方法・手順を工夫する場面」と「④
適確な方法・手順を考える場面」の学習場面が提
案できる。また，［最適な技術の計画と整理］か
らは「⑤計画を図にまとめる場面」や「⑥計画を
表にまとめる場面」の学習場面が考えられた。
【技術的な活動や成果に対する技術的な評価力】
では，「ドリル刃を観察し，用途ごとに構造のちが
いについて考える（K社 A:p69）」，「主な発電方式
の特徴と課題について考え，話し合う（T社
B:p113）」，「赤玉土，腐葉土，川砂，バーミキュラ
イトについて通気性，保水性などの観点から，そ
れぞれの特徴を考える（T社C:p134）」，「文字，音声，
静止画，動画の違いは何かを考える（K社 D:p32）」
などの学習活動から［技術の性質比較］を特定で
きた。また，「材料の固定，寸法の確認，作業の安
全の大切さについて，知る（T社 A:p97）」，「電気
用図記号を使う理由を考え発表する（T社B:p115）」，
「輪台をつける理由を考え，実際に行う（K社

C:p44）」，「ネットワーク利用で危険な目に遭わな
いための安全対策の必要性に気付く（K社 D:p22）」
などの学習活動から［技術の性質説明］の意味づ
けができた。前者からは，「⑦各種技術を比較する
場面」，後者からは「⑧各種技術のしくみや必要性
を考える場面」の学習場面が考えられた。
【生産，利用，消費，廃棄に対する技術的な倫
理観】では，「貴重な資源や材料を無駄にしない
ためにはどうしたらよいか生産者の立場で考え発
表する（T社 A:p109）」，「無駄な部品をできるだ
け出さない材料取りの方法を考える（K社
B:p42）」，「教科書の参考を元に，病害虫の防除と
環境とのかかわりについて話し合い，できるだけ
農薬に頼らず日常できる病害虫の予防法を調べる
（K社 C:p36）」，「他人の著作物を利用する場合，
引用の仕方を調べ，引用する（T社 D:p150）」な
どの学習活動から［ものづくり過程で生じる影響
要因の配慮］へと意味づけができ，「⑨ものづく

りのプロセスで生じるマナーとモラルを配慮する
場面」の学習場面が提案できる。また，「資源を
有効に利用するために，わたしたちができること
を消費者の立場で考え発表する（T社 A:p109）」，
「省エネルギーや環境に配慮した技術について，
家庭にある省エネルギーに配慮した製品を調査し
たり，製品の説明書を読んだり，資料やインター
ネットを使って調べたりしてまとめる（T社
B:p127）」，「他の技術と異なる特性があり，独特
のモラルがあることを知る（K社 C:p20）」，「人権
や個人情報を保護するためのルールを考え，その
必要性を確認する（K社 D:p28）」などの学習活動
から［技術に関連する影響要因の配慮］が特定で
き，ここから「⑩各種技術に関わるマナーとモラ
ルを考える場面」の学習場面が導出できる。
【身体と思考を協応する能力，一般的には器用
さと言われる巧緻性】では，「材料を切断する。
また，製作工程表の進度欄にチェックをする（T

社 A:p99）」，「部品図，型紙を見て，寸法通りに部
品加工を行う（K社 B:p36）」，「たねまきの方法を
知り，適切にたねをまく（K社 C:p48）」，「サンプ
ルデータを使い，構想に沿って，簡単な動画を制
作する（T社 D:p148）」などの学習活動から，［適
切な活動（正確・安全・計画）］へと意味づけが
できた。ここから，「⑪適切な（安全，正確，計
画的）な活動を行う場面」の学習場面を提案でき
る。また，「ダイスの刻印面や食いつき部を調整
する（K社 A:p116）」，「安全を踏まえた製作品の
組立・調整ができる（K社 B:p74）」，「子葉が重な
り合わない程度に間引きを行う（K社 C:p72）」，「写
真を縮小・拡大したり，文字を書き込んだり，明
るさを調節したりする（K社 D:p36）」などの学習
活動から，［調整・選択の活動］へと類型化でき，
ここから「⑫活動の途中で成果を調整する場面」
の学習場面を導出できた。さらに，「検査と修正
を行う（T社 A:p105）」，「不良箇所の修正と修理
をする（K社 B:p58）」，「修正点に沿って修正する
（T社 D:p150）」などの学習活動から，［点検・修
正の活動］へと意味を特定し，「⑬活動の成果を
点検・修正する場面」の学習場面を導いた。
【主として技術に関する職業，仕事へのキャリ
ア発達】からは，「日本の伝統技術が，先端製品
にも応用されていることを知る（K社ガイダン
ス :p16）」，「日本の知的財産と国際社会への貢献
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について考える（K社 B:p8）」，「教科書 p.184の地
域に根ざす伝統野菜を参考に，自分たちが住む地
域の伝統野菜や農林水産関係の特産作物について
調べ発表する（T社 C:p137）」，「教科書 p237の説
明を基に，情報技術が産業に与えた影響を考える
（T社 D:p155）」などの学習活動が考えられ，［技
術と産業・文化との関連認識］へと類型化した。
ここから，「⑭日本の産業や文化に触れる場面」
の学習場面が検討できた。

４．おわりに
本稿では，技術科の教師用指導書に含まれてい
る授業展開案に記された学習活動を分析して，授
業展開と学習場面を検討することを試みた。
その結果，授業展開に関しては，「Ⅰ：３学年

間の学習の見通しを立てさせるガイダンス的な内
容」の内容構成では，「エ）伝達」，「Ⅱ：広く現
代社会で活用されている技術」では，「ア）知識」，
「Ⅲ：技術を評価し活用する能力と態度」では，
「ウ）思考・判断」，「Ⅳ：技術を使用したものづ
くり（製作・育成）」では，「オ）製作活動」の学
習活動が中核となっていることが指摘できた。こ
れらのことから，内容構成に準じて中心的な学習
活動が考えられ，それに対して他の学習活動が補
完的に関わり，授業展開を形成しているのではな
いかと考えられた。
学習場面については，技術的素養に関連する学
習活動の抽出・分類に基づいて，『①技術の進展
と社会生活への影響を認識する場面』や『③成果
を見据えて方法・手順を工夫する場面』などの14

場面を特定することができた。これらの学習場面
の設定を意識した授業計画・実践を行うことで，
技術的素養の効果的な育成を図ることができるの
ではないかと考えられる。また，初任教員などが
技術科の授業を構想・設計する際の指針として利
用できるのではないかと考えられる。
今後はこれらの授業展開や学習場面に対する知

見を，技術科授業の構想・実施に反映できるよう，
発展させていくことが課題となる。今後も継続し
て検討を行っていきたい。
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